
  

News Release 

 

平成２６年１１月６日 

「「「「平成平成平成平成２６２６２６２６年度香川大学瀬戸内圏研究年度香川大学瀬戸内圏研究年度香川大学瀬戸内圏研究年度香川大学瀬戸内圏研究センターセンターセンターセンター学術講演会学術講演会学術講演会学術講演会」」」」のののの開催開催開催開催についてについてについてについて    

 

 

 

 

 

１．日 時 

平成２６年１１月２０日（木） １３：３０～１７：３０ 

 

２．場 所 

香川大学幸町キャンパス OLIVE SQUARE 2F 多目的ホール 

（高松市幸町 1-1 幸町キャンパス 図書館横） 

※駐車場はございませんので、公共交通機関をご利用ください。 

 

３．参加者（８０名程度を予定） 

一般市民の皆様、行政関係機関、本学関係者など。 

 

４．講演内容（講師・演題） 

(１)．稲田 道彦 氏（香川大学経済学部教授） 

～「1988 年に行った伊吹島の調査」と現代の伊吹島～ 

(２)．三好 兼光 氏（郷土研究家） 

～「イリコの島伊吹島」の現状と課題～ 

(３)．多田 邦尚 氏（香川大学瀬戸内圏研究センター長） 

～沿岸海域の低次生産～ 

(４)．神山 孝史 氏（水産総合研究センター東北区水産研究所 特任部長） 

～内湾域の微小動物プランクトン-小さな体で大きな役割-～ 

(５)．原 量宏 氏（香川大学瀬戸内圏研究センター特任教授） 

～周産期電子カルテから K-MIX+ 構築への道のり、そしてそのグローバル展開～ 

(６)．竹内 康人 氏（旭川医科大学 客員教授） 

～胎児信号学入門--------近くの胎児と遠くの胎児～ 

（コーディネーター：本城凡夫（瀬戸内圏研究センターゼネラルマネージャー）） 

 

※瀬戸内圏研究センターのホームページでは、過去に開催した講演会等の内容を公開しています。 

ぜひご覧下さい！→【http://www.kagawa-u.ac.jp/setouchi/seto-k-report.html】 

 

香川大学瀬戸内圏研究センターは、「海」「文化・観光・歴史」「遠隔医療」の３つの研究分野の

専門家を学外からお招きし、各分野の最新の研究成果をご講演いただくとともに、瀬戸内圏研究セ

ンターが進めてきたこれまでの研究成果を発表いたします。どなたさまにもご興味をお持ちいただ

ける内容となっております。参加費は無料ですので皆さまの参加をお待ちしております！ 

お問い合わせ先 

� 香川大学 学術室 研究協力グループ 川池 

� ＴＥＬ：０８７－８３２－１３１６ 

� メール：tikyosenm@jim.ao.kagawa-u.ac.jp 






